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係について紹介します。

図-13.4は供試体の明度と照度換算係数の関係を

示したものです。この場合も反射率との関係と同様

に,照明環境をある程度固定すれば,両者の間には

高い相関関係があると報告されています。

的に平均路面輝度や平均照度換算係数の推定が可能

となるような検討が望まれます。

(浜田 幸二)
〔参 考 文 献〕
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近年"簡易
に縦横断形状が測定できる装

置がありますが,そ の概要を教えてくださ

最近,小型の装置で縦横断形状が測定でき

るものがいくつか販売されています。いずれ

も長さ50～ 80 cm程度と非常にコンパクトになって

おり,手軽に測定ができ,狭い歩道などでも使用で

きるようになっています。それぞれ測定方式が異

なっていますが,いずれも路面の形状を読み取り,

形状のデータをもとにコンピュータ上で 3mプロフイ
リレメータによるσ3mや IRI(Inte...ational Rough―

ness lndex),わ だち掘れ量などの値に計算 します。

ここでは, 3種類の小型縦横断形状測定装置につ

いて説明します。

(1)小型縦横断形状測定装置 AD

この装置は,図 -14口 1に示すように,両端に固定

輪,中 間に変動輪がついており,こ の変動輪の変位

を読み取るもので,図-14.2に 示すように,基本的
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図-13.4 明度と照度換算係数の関係 (供試体 )'

図-13.5は実路 (ト ンネル内)に おける明度と照

度換算係数の関係を供試体試験で得られた相関曲線

とともに示したものです。これより,測点を灯具直

下に限定すれば,供試体試験で得られた相関関係に

ほぼ一致すると報告されています。ただし,測定位

置を 2灯具間にした場合は,相関曲線より下側にプ

ロットされています。これは,明度から換算した照

度換算係数よりも実際の照度換算係数が小さい (実

際はもっと明るい)と いうことで,反射率と同様に,

この関係を用いて明度を平均照度換算係数に換算す

ることはできないことに注意する必要があります。

|  |
■ 灯具直下
02灯具間
一 相関曲線

| |

＼
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ヽ
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図-13.5 明度と照度換算係数の関係 (実路 )2

平均路面輝度や平均照度換算係数は,その測定に

多大の時間と労力が必要とされます。一方,色彩色

差計を用いた反射率や明度は比較的容易に測定する

ことができます。今後は,それらの測定値から直接
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|

な方式は3mプ ロフイルメータと同

し,傾斜角を測定できるようにするこ

状を再現できるようにしてあります。

図-14.1 月ヽ型縦横断形状測定装置 A

測定開始時における,変動輪位置の路面の高さ

ち,前輪 タイヤ位置の後輪位置の路面の高さy3は ,

傾斜計による装置の傾斜角 Kと 路面の高さyl,固

定輪の高 さA,変動輪の高さBか ら,式 (1),式

(2)で表されます。

y3=LK/100

L=に 一B)+(yl+y3)/2
また測定中は,装置がL/2だ け移動 した (後輪

がちの位置に達した)と きに前輪位置の路面の高

さが式 (3)で求められます。

じです.し か

とで,路面形

y3=2(b+B一 A)一 yl

これらの式から路面形状を計測できるようにして

います。なお,こ れらの式でだけでは精度の高いプ

ロファイルが取れないので,実際は様々な補正を

行って, lCm間 隔で測定できるようになっていま

す。

(2)小型縦横断形状測定装置 B

この装置は,図 14口 3に示すように傾斜角を測定

する方式であり,図-14.4に示すように傾斜計で測

定した傾斜角と車輪間の測定ピッチより高さを連続

的に求めるものです。路面の高さんと水平距離λ

は式(4),式 (5)で求められます。

/4               沐」月EノつOJ

図 14.2 4ヽ 型縦横断形状測定装置 Aの測定原理

エンコーダ

図-14.3 月ヽ型縦横断形状灌1定装置 B

図 14.4 月ヽ型縦横断形状測定装置 Bの測定原理

42-1(2007年 )

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

ん=L sin θ

ん=Lcos θ

距離データは後輪の軸上にリンクしてエンコーダ

が設置されており,走行させることにより,距離

データと傾斜角データを演算して,ス タートからの

高低差を表せるようになっています。

(3)小型縦断形状測定装置 Ca

この装置は,図 -14。 5に示すように3輪からなり,

それぞれのタイヤの中心を結ぶ線の角度 (連結角)

を測定するもので,逐次 2角法と呼ばれる方式のも

のです。図-14.6に 示すようにRlの傾斜角をαO,連

結角をαlと すると,R2の傾斜角

θl=α O+α l

となり, これが 1ス パンだけ移動すると,R2の傾斜

角

θ2=α。+α l+α2=θ l+α 2

魏ジ

舗装
ゴθ



図-14.5 月ヽ型縦断形状測定装置 C

図-14.6 月ヽ型縦断形状測定装置 Cの測定原理

となります。これを一般化すると式 (6)の ように表

せます。

θ″=Σ αゴ=θ "_1+α"         (6)ゴ=0

測定は, 1ス パン (=250111111)進 む毎に連結角

を測定することによって行われ,初期の傾斜角と連

結角のデータの蓄積により路面形状が復元できるよ

うになっています。このタイプには,車 に取り付け

て測定できるものなども開発されています。なお,

この装置は,250 mm間隔での測定になるので,横

断形状測定については特に触れられていません。

(4)測 定 例

図-14.7は 水糸法により10 cm間 隔で測定 したプ

ロファイルと測定装置A,Bで測定したプロファイ
ルを比較したものです。比較しやすいように0.5m

10

8
6
4
2

0
-2
-4
-6
-8
-10
012345678910

距 離 (m)

図-14.7 縦断プロフアイルの比較

0

-50

日
~100
日

和 一 150

1嘔 -200
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-300
01234

距 離 (m)

図一i4.8 横断凹凸量の比較

と9.5mの位置の高さをOmmと しています。この

ように多少の違いがあるものの± lmm程度の精
度で再現できています。

また,図 -14.8は横断凹凸量の測定例です。横断

プロフイルメータによるわだち量は,0.6m付近で

6.5mm,2.7m付 近で4.4mmで あったので,こ
の装置での測定結果は1.5mm程度の差となってい

ます。 (独立行政法人土木研究所 新田 弘之)
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